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分を福井高専用に改変した。第 5 章 Windows は、本校のコンピュータは 100 台すべて
WindowsNT4。0 であり、長岡のように Windows バージョンの混在状態とは異なるので、
統一したシステム形態での説明文に改変した。特に、ユーザ IDやファイルのフォルダ等の
変更を改訂した。第 6章は、近年 UNIXマシンが Linuxにより利用しやすくなり、特定の
学科だけのものではなくなりつつあり、本テキストの一つの根幹を成すものである。UNIX
































第5章 Windows 使用法 
5．1 Windows の起動 
5．2 ログイン 
5．4 Windows の基本操作 
5．5 ファイル／フォルダの基本操作 
5．6 日本語入力 
5．7 HELP 機能 
5．8 ユーザに対するメッセージ 
5．9 マナーについて 
第6章 UNIX の基礎 
6．1 What’s UNIX?  
6．2 ユーザID とパスワード 





6．8 UNIX のファイル管理 







6．15 UNIX の基本コマンド一覧 
第7章 電子メール 
7．1 電子メールとは 
7．2 AL–Mail32 利用法 — 基礎 
7．3 AL–Mail32 利用法 — 応用 
7．4 電子メールを使う上でのネチケット 
7．5 電子メールマナー演習問題 
第8章 WWW による情報の閲覧 
8．1 Netscape Navigator の設定 




8．6 WWW 利用におけるマナー･注意点/ネチケット 
第9章 WWW による情報発信 
9．1 HTML の基礎知識 
9．2 HTML の代表的なタグ 
9．3 スタイルの記法 
9．4 Web ページの公開 
第10章 Word 
10．1 Word の起動とウィンドウ構成 
10．2 文書ファイルの読み込みと保存操作 






11．2 Excel を使った作業 













13．6 Visio 2000 
13．7 ハッカーとクラッカー 












 この報告は、テクノフェア 2001、（10／26－27）で配布した資料である。 
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